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◆南三陸町歌津石泉の小野弘喜さん（70）が、
調停委員功績で秋の叙勲「藍綬褒章」に輝いた。
小野さんは歌津中学校ＰＴＡ会長、旧歌津町の
民生委員、石泉地区長を務めた。旧歌津町の佐
藤榮太郎元町長の時代に調停員になった。

◆台風 21 号の南三陸町の水産関係の被害が
9300 万円以上になった。被害は養殖施設・水産
物・漁船があり、その他にも水尻川・八幡川の
河川のサケ捕獲施設が被災した。

　県の文化の日に表彰
　■三 浦 清 人 氏（63）… 地 方 自 治 功 労。
1987 年４月に旧歌津町で議員に当選。南三
陸町議となり、８期 30 年町政発展に努力した。
　■遠藤勝彦氏（64）…調査統計功労。20
代で統計調査員となり、事業所や企業の統計
調査を皮切りに国勢調査や漁業センサス、商
業統計調査に携わった。
　■佐藤久一郎氏（68）…産業功労。1992
年に旧志津川の森林組合理事となり 2010 年
には南三陸町森林組合長に就任。
　■高野剛氏（59）…産業功労。県生コン
クリート協会組合理事長を６年間、気仙沼地
区生コンクリート協同組合理事長となり、震
災復興に尽力した。
　■高橋忠雄氏（64）…消防功労。1982 年
から旧歌津町消防団に入り、南三陸町消防団
第９分団副分団長となる。2015 年から同分
団長を経て現職。

◆南三陸町で２月からサケ放流事業のサケの捕
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復興！　大津波の記憶を風化させない

11 月の出来事～ 地元報道より ～
平成29年（2017年）

 69 号の 11 月号で休紙となっていましたが、今後も出来る限り発行してまいります。

　　　 （多くの町民の皆様のご意見や要望に応え、南三陸町の変化を伝えてまいります。）

● ●

南三陸町

　９月 29 日午後６時 40 分助作付近をバイ
クで走行中の人が１.２ｍのクマを発見し、南
三陸署に通報した。志津川小・中学校が近く
にあり、警察署と町は注意を呼び掛けた。

◆10 月 22 日投票の南三陸町長選に現職の佐藤
仁氏（65）が１日に志津川地区内に後援会事務
所開きを行い約 150 人が集まった。

◆南三陸町新庁舎建設記念として、天皇陛下か
らの御下賜金（ごかしきん）を活用して、庁舎
前にハナミズキを植樹した。

　南三陸町に住む男性（40）が特殊詐欺被
害に遭い、電子マネーで８万円分をだまし取
られた。

◆県知事選の期日前投票が 10 月６日から 21 日
まで行われた。

◆南三陸町民の居住地内の勤務・通学が 77.7％
で県内３位だった。

◆南三陸署は５日、南三陸町志津川廻館の容疑

者（38）を傷害で逮捕した。午前５時から20分間、
自宅で女性（62）の顔面を殴った。

◆５区の衆院選は勝沼栄明氏（42）と安住淳氏
（55）の一騎打ち。

◆南三陸町町長選（22 日開票）にあたり、11
日南三陸プラザで町政報告会が開催され、約
150 人が集まった。

◆第 19 次復興交付金申請を南三陸町は３億
9600 万円とした。

　南三陸ホテル観洋が、ジャパン・ツーリズ
ム・アワードで最高賞に輝いた。東日本大震
災の風化防止や防災意識の向上に、南三陸ホ
テル観洋の「語り部バス」の地道な活動が高
く評価された。

　南三陸町入谷のひころの里で、８日「ひこ
ろマルシェ 2017 秋」が開催される。農産品・
水産品・加工品などを青空の下で販売する。
主催は「ＮＰＯ法人・ウィメンズ アイ」で、
気軽に来場して下さいと呼び掛けている。

◆南三陸町長選に阿部寛之氏（55）が立候補を
表明した。一騎打ちへ。

◆南三陸町歌津白鳥稲荷神社（長沢）の鳥居が、
滋賀県立大の学生ボランティアによって再建された。

◆南三陸署は月命日の 11 日、佐沼署と合同で歌
津中山の海岸で不明者の捜索をした。

◆17 日告示の南三陸町議会議員の立候補者説明
会に 16 人が出席し、無投票が濃厚に。

◆南三陸町で実習活動をしている「大正大学地
域創生学部」の報告会がポータルセンターで開
かれ、「町民一丸での取り組み」「観光客の受け
入れ」などの提言を発表した。実習に関わった
事業所から 30 人が聴講した。

◆宮城県教育委員会の取り組みで、南三陸町の
若手教員８人が学校や地域の魅力をＰＲ動画で
作成し、県教委のホームページで見る事ができる。

◆南三陸町志津川中学校（生徒数 226 人）の「少
年防火クラブ」による初めての実践発表が、27
日同校で開かれた。保護者・生徒300人の前で「力
を合せ、きびきび」とした動きに、あらためて
防災の重要性を示した。

　国民健康保険事業の県への移管で、試算で
は引き下げになる見込みで、確定は来年１月
に示される。南三陸町の１人当たりの年間保
険料は 11 万 9217 円。2016 年決算ベース
で 838 円（0.7％）下がる見込みとなった。
県平均では 10 万 0123 円で、1911 円（1.7％）
減となった。

獲作業が台風 22 号の影響で、前年より 12 日遅
れで八幡川での開始となった。捕獲数は 13 匹と
昨年の１割にとどまった。

◆５日「津波防災の日」に南三陸町で総合防災
訓練が開催された。ハマーレ歌津では、歌津中
の生徒が観光客役として参加した。

◆気仙沼市のリアス・アーク美術館による「リ
アス・ジュニア絵画コンクール」で、志津川小
２年の千葉萌々夏さんの作品が大賞に輝いた。

◆2018 年度高校入学志願状況（第１回予備調査）、
志高（普通 80 人）0.51、（情報ビジネス 40 人）
0.28 の倍率となった。

　南三陸町の町長・町議選の収支報告が公表
された。佐藤仁氏は 120 万円、阿部寛行氏
は 36 万８千円だった。町議では、１日だけ
での平均支出額は 29 万円となり、最高額は
佐藤雄一氏の 56 万円で最低額は今野雄紀氏
の３万円だった。公職選挙法による有権者に
応じ、町長は約 257 万円で町議は約 171 万
円が上限だった。

◆南三陸町小学生ビニールバレー大会結果。男
子①志小おっとっと②戸小キングオフビクト
リー、女子①伊小っこ②志小８人の小悪魔。

◆漁業に就職を希望する人達を集めた研修会が、
南三陸町をメーン会場に開催された。13 日から
５日間５人の参加者が、地元漁業者の話や漁業
体験をとおして、漁業の楽しさや魅力を学んだ。
漁業の担い手の発掘をねらう事業としての取り
組み。

　南三陸町では 16 日から、高台移転団地の
69 区画の空き地を、一般開放で募集する。
空き地の多いのは、戸倉 20 戸・志津川 15
戸となっている。平均 100 坪の土地の価格は、
185 万円から 780 万円となっている。

● ●

復興！　大津波の記憶を風化させない

10 月の出来事～ 地元報道より ～
平成29年（2017年）

◆16 日志津川町内の男性（55）が、町内の神
社から賽銭 350 円を盗み逮捕。

◆南三陸海岸 IC—歌津 IC 間の４．2k の供用開
始を 12 月９日と国交省が正式発表。

◆県の原子力防災訓練が 23 日に行われ、検査
ポイントでの車両の放射線検査訓練などが実施
された。

◆南三陸町仮設さんさん商店街にあったモアイ
像、廻館前から本設となった商店街の五日町に
2020 年度まで一時移設する。

◆南三陸町の男性（23）が有料サイトの利用料
未納を語る特殊詐欺の被害にあい、電子マネー
40 万円をだまし取られる。

◆南三陸町のサケの自河川の採卵へ 12 月上旬
から海産親魚の確保を図る。今季の八幡川・水
尻川の捕獲数は 658 匹、採卵数は 45 万４千粒と、
震災後最低となっている。

◆28 日仙台での世界防災フォーラムの参加者
22 人が南三陸町を訪れた。タイや台湾、中国、
イラン、ドイツ、アメリカなどの防災担当者が
来町した。

町内の小・中学生の巣立ち「卒業」町内の小・中学生の巣立ち「卒業」

志津川中学校第７１回卒業式風景志津川中学校第７１回卒業式風景

企画・編集 

３月９日３月９日
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９月の出来事～ 地元報道より ～
平成29年（2017年）

８月の出来事～ 地元報道より ～
平成29年（2017年）

◆７月 15 日のオープンとなった「サンオーレそ
ではま」の 29 年の入り込数は１万８千人にとど
まった。オープンからの３日間で 6,400 人の入
場となったものの、期間の 37 日間のうち天候不
順により６割の 23 日しか開けなかった。目標の
４万人を大きく下回った。

◆志津川高校の文化祭「旭浦祭」が２日から開
幕し、志高生１年から３年生の 50人が恒例の「仮
装行列」で一般公開を PR した。行列は「さん
さん商店街」も訪れ、観光客を喜ばせた。

◆南三陸町役場が被災から６年半を経て完成し、
９月３日午前 10 時から開庁式が行われた。庁舎
は全て地元産の「南三陸杉」が使われた。一般
公開は 10 日午前 10 時からで、一般の方々の見
学会が行なわれた。

◆南三陸町役場・歌津支所は、FSC（森林管理
協議会）認証を建物全体に利用した、「全体プロ
ジェクト認証」の伝達式が行われた。町の防災
拠点に位置付け、木のぬくもりを感じる役場業
務開始に町民の笑顔が溢れた。

◆南三陸・気仙沼広域の救急出動が、震災前の
2.4 倍に増加している。被災地の人口減にも関わ
らず、高齢化や携帯電話が背景にありそうだ。
2017 年は約 3,500 件の出動件数で、搬送人員
は約 3,100 人となった。

◆５日、南三陸警察署では 10 月 17 日告示の南
三陸町町長・町議選にあたり、取締本部を設置
し「公平公正な選挙」へ選挙違反の監視強化を
図る。

◆南三陸町のサンオーレそではまで、東北で初
のビーチアルティメットの大会が開催された。
フライングディスクを使ったスポーツで、仙台
の大学生チームが優勝をかざった。

◆９月定例議会で、29年４月に発覚した「家賃

未請求問題」は解決へ向かう。また、介護保険
と町税で誤りが見つかり、佐藤町長が議会で報
告した。

◆志津川地区の「さんさん商店街」は、半年が
経過し三陸道の「終点効果」もあり、仙台圏か
らの人出が落ち着くも好調を維持している。半
年間で約 51 万人と、仮設時代は年間平均の 40
万人よりも入り込数が増加している。

◆志津川高校生を「一日隊員」に任命し、ウジ
エスーパー駐車場で「救急医療」や「１１９番
の正しい利用」などを学んだ。南三陸消防署で
５年ぶりの開催だった。

◆震災から６年半となった現在、８月末で南三
陸町の犠牲者は 620 人、行方不明者は 211 人と
なり、関連死は 20 人となっている。仮設の入居
者は 241 戸で、入居者は 584 人で入居率は
12.3％となっている。

　「高野会館」遺構保存プロジェクトのメン
バーが、高野会館を震災遺構として、震災復
興祈念公園エリアへの組み入れを要望した。
メンバーは阿部さん（高野会館所有者代表と
ホテル観洋副社長）他２人で、最知副町長に
「要望書」を手渡した。

　南三陸町議会は新庁舎１階のカフェスペー
スを、町内の NPO 法人「ビバ！南三陸」に
36 万円減免した年額 12 万円で貸し付ける
事を可決した。貸付期間は５年間とした。

◆北朝鮮の再度のミサイル発射で、南三陸町は
午前７時１分の J アラートの第一報を屋外防災
無線と戸別無線を通して各戸に放送した。

◆南三陸ホテル観洋で東日本大震災に見舞われ
た、志津川の高野会館と阪神淡路大震災の遺構
保存写真展が開かれて、10 月 15 日まで５階で
開催している。

◆南三陸町の災害公営住宅家賃未請求問題は、
佐藤町長らの責任は懲戒審査を持って対応する
ことが報告され、町議会の「町営住宅使用料等
調査特別委員会」で協議した。

◆南三陸町の選挙は、10 月 22 日投票が有力と
なり、町長・町議・衆院のトリプル選となった。

　歌津の商店街「ハマーレ歌津」では、にぎ
わいや地域コミュニティーづくりの拠点とし
て、「商店街コミュニティー施設」の建設が
始まった。ウニ・ホヤのむき身体験もできる
場所として、観光客の増加を図って行く。

◆気仙沼合同庁舎の新庁舎が開庁をする 10 月
10 日付けで、気仙沼振興事務所と気仙沼県税事
務所の組織改編を行い、南三陸支所を廃止する。

◆南三陸町入谷地区に休耕田を活用した、自然
素材を使った遊び場「花見山ランド」を整備した。

　南三陸町の敬老会が開催され、数え 77 歳以
上の対象者は男 924 人、女 1594 人の合計
2518 人だった。志津川地区 1037 人（男
372・女665人）、歌津地区785人（男294人・
女 491 人）入谷地区 416 人（男 151 人・女
265 人）、戸倉地区 280 人（男 107 人・女
173 人）となった。友人との再会を懐かしみ、
近況を話し合うなど楽しいひとときを過ごし
た。

◆県や仙台市が実施している。「おとな救急電話
相談」が 10 月１日から始まる。救急車を呼ぶか
迷ったら、電話で看護師からアドバイスが受けら
れる。番号は「＃７１１９」で、プッシュ回線や
携帯電話で利用できる。気仙沼・本吉地域広域消
防本部の地域からも利用でき、「救命率向上や救
急車の適正利用につながる」と期待している。

◆９月 13 日夕方、南三陸町志津川中央団地の災
害公営住宅で、供用電源のトラブルによる停電
が発生した。全世帯が断水し、エレベーターの
閉じ込めはなかったが、町は原因を調査中で、
本復旧を目指していると報告した。

 69 号の 11 月号で休紙となっていましたが、今後も出来る限り発行してまいります。

　　　 （多くの町民の皆様のご意見や要望に応え、南三陸町の変化を伝えてまいります。）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　千葉印刷

◆７月 31 日ＪＡ南三陸を含む県北８農協の合併
に向け、「県北部地域農業協同組合合併推進協議
会」が設立された。

◆南三陸町災害公営住宅の空き室（戸倉３、志
津川東 16、中央 22、西４）の一般公募を（45戸）
今月中旬から始める。

　南三陸町の活動から、戸倉公民館「海藻お
しばなを作ろう」・町地域包括センター「も
の忘れ相談」・南三陸母子支援「ママかふぇ」。

◆歌津中消防クラブは、オーストリアで開催の
「青少年消防オリンピック」の出場報告を町長に
おこなった。経験をこれからに生かして欲しい。

◆６日歌津地区の「復興夏祭り」が開催され、
ゲストにＢＥＧＩＮがコンサートを行なったり、
「夢メッセージ花火」約 1500 発が夜空を彩った。

◆６日歌津の泊浜漁港付近の海岸で、午後６時
頃本吉町の３歳児が死亡した。

◆９～ 11 日東北復興野球大会が開催され、歌津
では試合と教室を行なう。

◆８日南アジア諸国の水産行政官らが、独立行
政法人国際協力隊（ＪＩＣＡ）の支援を受け、
南三陸町を訪れ、東日本大震災からの水産業の
復活について、地元水産事業者と交流をした。

◆南三陸町入谷の油絵愛好家菅原文雄さん（67）
の作品、「里山の女・絆」が国内最大級の公募展「日
美展」で優秀賞に選ばれた。

　南三陸町歌津伊里前の「南三陸町民俗資料
館」を国の文化審議会は、文化財として文部
大臣に答申した。今秋には正式に登録される
見通し。建物は 1957 年（昭和 32 年）に増
築され、１階は調理室、２階は作法室として
利用された。

◆お盆の帰省客に合せ、さんさん商店街で「盆
踊り」。まちづくり団体「南三陸ふっかつ青年会」
が主催。

　東部児童相談所気仙沼支部の 16 年度のま
とめで、相談は 414件で発達障害などの「障
害」が 307 件で全体の 74％を占めた。少子
化の中でも相談は増加している。

◆南三陸町の「復興推進ネットワーク」が被災
農地で作った米から製造した、「おら酒雷神」が

フランスの日本酒コンクールで金賞に輝いた。

◆子どもたちがパソコンを使ったイラストや、
文字入力の正確さを競う全国大会で「アビバキッ
ズ志津川教室」が３年ぶり２度目の総合優勝を
飾った。

◆歌津地区の「盆踊り」がハマーレ歌津で７年
ぶりに復活した。夕方からの雨の中、地区民の
輪が広がった。

◆南三陸町の復興応援大使の田畑英伍さん（80）
と在仙志津川会の及川龍治さんが、「復興の様子
を撮影して」と、町にドローン１機（30万円相当）
を贈った。

◆南三陸町さんさん商店街の来場者が８月 21 日
までに 50 万人を突破した。年間の目標を 80 万
円としていて、三陸道効果が期待されている。

◆南三陸町の「戦没者追悼式」が開催され、遺
族約 100 人が集まった。これまで戦争で 848 人
が戦地で亡くなった。

◆2016 年度の気仙沼県税事務所管内の県税収入
見込みが50億円となり、法人事業税は1.7億円で、
全体総額は１割の増加となった。

◆東京都教育庁主催の「南三陸で防災キャンプ」
が実施された。都内の高校生が志高生と交流を
し「震災・復興状況」を聞いた。目的はグルー
プワークなど将来の災害時のリーダー養成とし
ている。

◆南三陸ホテル観洋で、大学生の就業体験が実
施され、大学生インターンシップには東京都や
千葉県の大学の他に、初めて広島県の大学から
も受け入れた。

南三陸町

● ●

● ●

３月 29日撮影３月 29日撮影

防災庁舎と国道 398 号、遠くに志中を望む防災庁舎と国道 398 号、遠くに志中を望む

建物は高野会館建物は高野会館

３月 29 日国道 45 号「汐見橋」渡り初め３月 29日国道 45 号「汐見橋」渡り初め
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